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第15回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議　事　要　旨一（案）

日　時　昭湘55年7月9日（水）　午前10時～11時

場　所　宇宙開発委負会会議室

議題瓶＿5Sロケット1号機の打上げ三遍の評価につ

　　　いて（報告）

　　料

　委13－1　第12回宇宙開発委員会（定例会議）議事要

　　　　　　旨．（案）

　委15－2　M－5S’ロケット1号機の打上げ結果の評価

　　　　　　について（報告）

出席者

　宇宙開発委貴会委員長代理　　　　　吉　識　雅　夫

　　　　〃　　　委員　　　　　　　　斎　藤　成　文

　　　　〃　　　　〃　　　　　　　　八　藤　東　禧

説明者

　宇宙開発委員会第四部会長　　 佐、貫亦男
関係省庁職寿齢

科学技術庁研究調整局長

　　〃　　長官官房審議官

文部省学術国除局審謬官

通商産業省機械情報産業局次長
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　　　郵政省電波監理局審議官　　　　　　主　浦　一　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理3飯　田）

　　事務局

　　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　佐々木　寿　康

　　　　　〃　　　　〃．　宇宙国際課長　佐　藤　允　克

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．議　事∂

　（1＞　前回議事要旨

　　　第12圃字宙開発委員会（定例会議）議事要旨案が確認

　　された。

（2）　瓦一5Sロケット1号機の七半げ結果の評価匹ついて

　　　（宇宙開発委員会第四部会報告）

　　　佐貫第四部会長より「いくつかの不具合点はみられたが，

　　これらはすべて技術的に解決できるものであり，今回の実

　　験は多くの技術的。科学的成果が得られる意義あるもので

　　あった。」との総評の後資料委13－2に基づき説明が行われ，

　　以下の質疑応答が行われた。　　　　　　　　　　　・

　八二3　9頁のその他の問題点の中で，熱及び音響環境に対

　　　　する検討を行う必要があるとしているが・これは「設計

　　　　段階において」ということか。

　佐貰3　そうである。

　八藤：　三次以上の曲げ振動については設計段階で考慮しな

　　　　かったのか。

　佐貰；　当然考慮すべきことであったが，第1段ρ推力方向．

　　　　制御は初めてのことであったため，検討が不十分であ
　　　　つたということてある。’

　八藤1　検討を行い光くても資金的事情によりでをなかった

　　　　　　　　　　　　一＿2一

’



　　　のか・

佐貰＝・この検討ぬ費用をかけ左くてもできることであり・

　　　事態を楽観的に見たため設計段階における必要な検討

　　　が足りなかったのだと思う。
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